
放射性物質

事故後の追加被ばく線量（計算例）線量測定と計算

低減係数 0.4 滞在時間
屋外 8時間
屋内 16時間
の場合

0.2 × 8時間（屋外の分）
＋

0.2 × 0.4 × 16時間（屋内の分）
（マイクロシーベルト/日）

線量率（事故による上昇分
：マイクロシーベルト/時）
0.24 – 0.04（仮）= 0.2

×365日≒1,100マイクロシーベルト/年

平常時の値を差し引く事が重要

実測値
（例）

平常時
（仮）

≒ 1.1ミリシーベルト/年
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内部被ばく線量の算出

放射線の種類による
影響の違い

各臓器が受ける量
（等価線量）

臓器による
感受性の違い

全身が受ける量

α線
20倍

中性子
2.5～21倍

β線
1倍

γ線
1倍

体内での動態
半減期
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数理モデル計算により放射性物質ごとの係数が決定

線量測定と計算

預託実効線量係数の算出にあたっては
年齢による差も考慮されています。

放射性物質
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